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本日の卓話 次回の例会

会長テーマ　宇都宮秀雄

  「 今ここ　手に手をつなぎ
    ロータリーを楽しもう！ 」

クラブ週報

例会日：毎週月曜日 12:30 ～ 13:30
例会場：東武ホテルレバント東京
〒130-0013 墨田区錦糸 1-2-2   Tel:03-5611-5511
事務局：〒130-0013 墨田区錦糸 1-1-5 A ビル
　　　　Tel:03-5637-4605　Fax:03-5637-4611
　　　　E-mail : jyoto@club.email.ne.jp
会長：宇都宮秀雄　　　副会長：篠田　秀樹
幹事：池永　憲明　　　副幹事：村上　愼吾
会報委員長：青木　桂三

国際ロータリー 会長
シェカール・メータ
第2580地区 ガバナー

若 林 英 博
第2580地区 幹 事

新 保 雅 敏
(当クラブ担当)　　　　 
ガバナー補佐：岡本隆一
東分区幹事：三宅郁子

 2022年2月28日 例会報告
点　鐘
ロータリーソング(静聴) 　 「それでこそロータリー」
ゲストスピーカー　 　　　　　　　　　　　　    2名
ゲスト及びビジター　　　　　　 　　　　　　    0名
会員出席状況  　　 　　  36名中27名(出席率75.00%)
　　　　　　　　　  　 【会場26名・オンライン1名】

 2022/2/28(月)
「 第4回クラブフォーラム(国際奉仕担当) 」
第2580地区 川松保夫様・栂野慶太様

2022. 3. 7  第2539回例会

- 3月の受付当番 -
三浦君/山口/山田君

ニコニコボックス

〇クラブフォーラム、よろしくお願いします。
宇都宮秀雄君・池永憲明君・篠田秀樹君
村上愼吾君・秋山恭一郎君・奈良康司君
秦　弘志君・山田　昇君・渡辺孝至君
丸山智正君・石川　勲君・積田喜一君

竹越　洋君・大澤悦子君
〇戦争というものを目の当たりにして、今の世代の
人達が驚いています。国際紛争は無くなりませんね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   佐野一信君
〇お祝いを頂いて。

細谷貞治君・大澤悦子君

小計￥50,000.-　累計￥1,173,000.-

「 創立56周年記念例会 」

18：00～
東武ホテルレバント東京

「 私の人生の喜びはロータリーと共に 」

渡 辺 孝 至  会員

※次週 3/14（月）は「創立記念例会」のため、
　夜間例会です。



○３月の行事予定
3 月   2 日 ( 水 )・3日（木）　地区年次大会中止
3 月   7 日 ( 月 )　11：30 ～　第 9回理事役員会
　　　　　　　　12：30～　通常例会
    　   卓話：渡辺会員
3 月 12 日 ( 土 )　18：00 ～　第 2580 地区 PETS&
    　地区チーム研修セミナー
     （オンラインに変更）
3 月 14 日 ( 月 )　 18：00 ～　創立 56周年記念例会
3 月 21 日 ( 月 )　祝日（春分の日）
3 月 28 日 ( 月 )　11：00 ～　第 2回被選理事役員会
　　　　　　　　12：30～　通常例会

・出席祝・

出席祝はございません

・会員誕生祝・

宇都宮君、細谷君

篠田(秀)君、篠田(泰)君

・パートナー誕生祝・

三浦君、中村君

・結婚記念日・

鈴木(竹)君、池永君、小山君

－ ３月お祝 －

▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼

ＲＩニュース：2022. 2. 14
▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲

基本的ニーズへの対応がポリオ予防接種への
信頼を築くカギ

　パキスタンの都市カラチのはずれにあるコミュニ
ティ、カディム・ソランギ・ゴスは、世界に残る数
少ないポリオの温床の一つです。土やあり合わせの
材料で作られた住居に 4万人以上が住み、なかには、
灼熱の太陽やモンスーンの雨を綿布 1枚でしのいで
いるうちもあります。
　ここは特にポリオが根強く残っており、ポリオ根
絶活動に最も強く抵抗しているコミュニティの一つ
です。世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）はこのコミュ
ニティを最優先地域に指定し、パキスタンのポリオ
根絶イニシアチブはこのあたりを含む行政地区を
「リスクが極めて高い」地域に分類しています。
　ここにポリオが残りつづけるのはなぜか。その理
由の一つに、ゴミの山と下水溝があります。ポリオ
ウイルスは汚染水を介して感染するからです。しか
し、もう一つの主な原因に、この地域での予防接種
率の低さがあります。基本的ニーズが満たされてい
ない地域では、住民たちにとってポリオ予防接種の
優先順位は低くなります。「予防接種が拒絶されて
しまうのは、宗教的な理由ではなく、市民として得
られるべき快適な生活が欠けているため」と話すの
は、パキスタンポリオプラス委員長であるアジズ・
メモン氏です。『一体あなたたちはここで何をして
いるのか。経口ポリオワクチンを持って何度もここ
にやってくるが、電気、道路、安全な水についてど
う支援するかは一切話してくれない』
　それでも、カラチを含む国内数カ所に浄水場が設
置されたおかげで、ポリオ根絶プログラムに対する
信頼はここ 2年ほどで大きく高まっています。

　2020 年 12 月には、カディム・ソランギ・ゴス
のコミュニティにも浄水場が作られました。これは、
パキスタンに合計 36の浄水場を設置する GPEI の
取り組みの一環であり、ロータリー会員は 2012 年
以来、コカ・コーラ・パキスタンとの提携、ロータ
リー財団グローバル補助金、ポリオプラス・パート

ナー補助金、ロータリー地区や他団体との協力など、
さまざまな方法で浄水場の設置に取り組んできまし
た。現在建設中や計画中の浄水場もあります。以前、
この地域は治安が悪いため予防接種活動が困難でし
たが、ロータリー会員が長老や女性たち、その他の
関係者と会い、現地で何が必要とされているか、ロー
タリーがどう援助できるかを話し合いました。 
　ここの住民たちが最も必要としたのは「安全な水」
でした。このため、コカ・コーラ・パキスタンとパ
キスタンのロータリーが現地に浄水場を設置。設備
の管理と維持ができるようにロータリー会員が住民
を研修し、コミュニティと協力して衛生と手洗いの
指導も行いました。この取り組みは、2021 年 6月
に開始された GPEI の新たな戦略計画とつながって
います。その目的の一つは、ほかのコミュニティの
ニーズへの取り組みと統合させることによって、ポ
リオ根絶に向けた進展を加速させることなのです。

（記事 Diana Schoberg）


